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(57)【要約】
【課題】プランターにおいて、培養土に対する給水や給
気が過不足無く行え、貯留水の入れ替えも容易に行える
ものとして、植栽全般、殊に大容量の培養土を必要とす
る家庭菜園などにも好適に使用できるようにする。
【解決手段】貯水容器部３と、この上部に設けられる鉢
部４と、貯水容器部３内と鉢部４内とを区画するスノコ
５とを有し、貯水容器部３の側面に貯留水の水面からス
ノコ５までの間に空気層を形成させるオーバーフロー孔
３０が設けられ、オーバーフロー孔３０の開口下縁より
も高い位置にスリット下端を配置させスノコ５よりも高
い位置にスリット上端を配置させて換気スリット３５が
設けられている。
【選択図】図１
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　水を貯める貯水容器部（３）と、
　この貯水容器部（３）の上部に設けられて培養土を収容する鉢部（４）と、
　これら貯水容器部（３）の内部と鉢部（４）の内部とを上下に区画する状態に設けられ
ると共に上下に貫通する換気孔（１５）が形成されたスノコ（５）とを有し、
　貯水容器部（３）の側面には、当該貯水容器部（３）に貯めた水の水面からスノコ（５
）までの間に空気層を形成させるべくスノコ（５）より低い位置で容器部内外間を貫通さ
せて設けられたオーバーフロー孔（３０）が設けられており、
　更に上記オーバーフロー孔（３０）の開口下縁よりも高い位置にスリット下端を配置さ
せると共にスノコ（５）よりも高い位置にスリット上端を配置させて鉢部（４）及び貯水
容器部（３）の側面を内外に貫通させる換気スリット（３５）が設けられている
ことを特徴とするプランター。
【請求項２】
　前記換気スリット（３５）は、そのスリット下端がスノコ（５）と同じ位置か又はスノ
コ（５）より高い位置に配置されており、スノコ（５）には、その外周部分のうち少なく
とも上記換気スリット（３５）に対応する部分で当該スノコ（５）の換気孔（１５）位置
より高く盛り上がることにより、上記スリット下端を貯水容器部（３）側へ連通させる換
気ダクト部（４０）が設けられていることを特徴とする請求項１記載のプランター。
【請求項３】
　前記スノコ（５）には、鉢部（４）内へ収容される培養土を貯水容器部（３）内へ貯め
られる水に水没する深さまで落とし込む縦筒形状の土ポット部（１６）が設けられており
、この土ポット部（１６）には、当該土ポット部（１６）の内部と貯水容器部（３）内と
を連通させる浸水孔（２２）が設けられていることを特徴とする請求項１又は請求項２記
載のプランター。
【請求項４】
　前記土ポット部（１６）には縦筒形状の下端部を閉鎖するようにしてポット底部（２０
）が設けられていると共に、このポット底部（２０）を貯水容器部（３）の内部底面から
浮かすべく当該貯水容器部（３）の内部底面に当接する突起脚（２１）が設けられており
、土ポット部（１６）の浸水孔（２２）が上記ポット底部（２０）を上下に貫通する状態
で設けられていることを特徴とする請求項３記載のプランター。
【請求項５】
　前記貯水容器部（３）には、オーバーフロー孔（３０）よりも更に低い位置となる側面
に対して容器部内外を連通状態と閉鎖状態とに切替可能にする排水栓部（３１）が設けら
れていることを特徴とする請求項１乃至請求項４のいずれか１項に記載のプランター。
【請求項６】
　前記オーバーフロー孔（３０）は、開口形状が円形、楕円形、角形又はこれらに類して
所定幅を有する形状に形成されており水差し器具による給水が可能になっていることを特
徴とする請求項１乃至請求項５のいずれか１項に記載のプランター。
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
  本考案は、家庭菜園などに好適に使用可能となるプランターに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
  観葉植物を植える比較的小型の植木鉢やプランター等において、鉢底に水を貯留できる
ようにし、この貯留した水を鉢内へ少しずつ給水できるようにしたものは種々、知られて
いる（例えば、特許文献１や２など参照）。
　この種の植木鉢やプランター等は、水を貯留させる鉢底の部分と、その上方の鉢内で培
養土を収容させる部分との間に仕切りを設けて、培養土が、貯留した水に落ち込まない状
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態としてある。
　そして、別部材としての給水部材を培養土側から貯留水内へ差し込み、この給水部材に
よって毛管現象を生じさせたり、或いは、仕切りを網によって形成したうえでその一部を
下方へ凹ませて培養土が貯留水に浸漬する部分（貯留水の水面下へ落ち込む部分）を形成
し、この部分で貯留水が培養土側に染み込むようにしたりする構造であった。
【０００３】
　鉢底へ水を貯留させるには、鉢の上から定期的に培養土へ水を供給し、培養土を浸透す
る水が鉢底で所定量まで溜まるのを、鉢外面等に設けた水位計を目視しつつ確認し、所定
量に達した時点で水供給を停止するという方法で行っていた。
【特許文献１】実開昭６４－２２２４１号公報
【特許文献２】実開平２－６４３９号公報
【考案の開示】
【考案が解決しようとする課題】
【０００４】
　鉢底に水を貯留させ、この水に、給水部材の下端部や培養土の一部を浸漬させることで
鉢部内の培養土に給水させるだけの構成では、水の過不足を調整することが非常に難しい
という一面があった。当然に、給水量が過剰になれば植物の根腐れに繋がり、反対に給水
量が不足すれば植物が枯れることになる。また給水量が不足とは言えない場合でも、環境
温度や植物の生育具合などとのバランスから不十分となることもあり、培養土側の水分乾
燥が速くなれば、結果としては植物が枯れることになる。
　また農薬や液肥などが培養土を透過し、貯留した水に流れ出る状態が長い間続くと、貯
留水の農薬濃度、液肥濃度が異常に高くなる。このような貯留水が再び、培養土側へ給水
されると植物が塩害を起こすおそれがある。また貯留水自体が腐敗するおそれもある。こ
のようなことから、鉢底に貯留した水は定期的に排水する必要があるが、このための排水
作業はプランターを傾ける必要があって面倒で且つ力仕事であった。
【０００５】
　培養土に対して新鮮な空気を行き渡らすことも重要であり、これが乏しくなると培養土
中のバクテリアの活動が衰えて活性化不足になるため、植物がうまく生育乃至熟成しない
ということに繋がる。
　殊に、野菜や果物を生育する目的で、プランターを大型化（大容量）する場合には、上
記した全ての点が、より深刻な問題となって浮上する。そのため、これら全てを一気に解
決できるプランターが希求されるところとなるが、そのようなプランターは未だ開発され
ていないのが現状である。
【０００６】
　本考案は、上記事情に鑑みてなされたものであって、培養土に対する給水や給気などが
過不足無く行え、貯留した水の入れ替えも容易に行えるものとして、植栽全般、殊に大容
量の培養土を必要とする家庭菜園などにも好適に使用できるようにしたプランターを提供
することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
  前記目的を達成するために、本考案は次の手段を講じた。
　即ち、本考案に係るプランターは、水を貯める貯水容器部と、この貯水容器部の上部に
設けられて培養土を収容する鉢部と、これら貯水容器部の内部と鉢部の内部とを上下に区
画する状態に設けられると共に上下に貫通する換気孔が形成されたスノコとを有し、貯水
容器部の側面には、当該貯水容器部に貯めた水の水面からスノコまでの間に空気層を形成
させるべくスノコより低い位置で容器部内外間を貫通させて設けられたオーバーフロー孔
が設けられており、更に上記オーバーフロー孔の開口下縁よりも高い位置にスリット下端
を配置させると共にスノコよりも高い位置にスリット上端を配置させて鉢部及び貯水容器
部の側面を内外に貫通させる換気スリットが設けられている。
【０００８】
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  このような構成であると、培養土に対する給水や給気などが過不足無く行え、貯留した
水の入れ替えも容易に行えるものとなる。従って、植栽全般、殊に大容量の培養土を必要
とする家庭菜園などにも好適に使用できることになる。殊に、貯水容器部に貯めた水の水
面上に空気層を設けられるようになっていることは、鉢部の培養土に植えた植物の根腐れ
を防止できる点で大きな利点となる。
　換気スリットは、そのスリット下端がスノコと同じ位置か又はスノコより高い位置に配
置されており、スノコには、その外周部分のうち少なくとも上記換気スリットに対応する
部分で当該スノコの換気孔位置より高く盛り上がることにより、上記スリット下端を貯水
容器部側へ連通させる換気ダクト部が設けられたものとするのがよい。
【０００９】
　このようにすると、万が一、貯水容器部内が満水状態になってスノコの換気孔から鉢部
側へ水が浸水するようになったとしても、鉢部側の換気は換気スリットを介して確保され
るものとなり、給気が断たれることがない。また、貯水容器部側から換気スリットを介し
て直接、水が溢れるのを、可及的に防止できる利点もある。
　スノコには、鉢部内へ収容される培養土を貯水容器部内へ貯められる水に水没する深さ
まで落とし込む縦筒形状の土ポット部が設けられており、この土ポット部には、当該土ポ
ット部の内部と貯水容器部内とを連通させる浸水孔が設けられたものとするのがよい。
【００１０】
　このようにすることで、培養土自体を吸水材として使用できることになり、別途、吸水
材を準備する必要がない。
　この場合、土ポット部には縦筒形状の下端部を閉鎖するようにしてポット底部が設けら
れていると共に、このポット底部を貯水容器部の内部底面から浮かすべく当該貯水容器部
の内部底面に当接する突起脚が設けられており、土ポット部の浸水孔が上記ポット底部を
上下に貫通する状態で設けられたものとするのがよい。
　このようにすると、培養土に対する給水量を適量に保持することが簡単且つ確実に行え
るものとなる。また土ポット部にはポット底部に設けられた浸水孔以外、貯水容器部内に
連通した開口がないので、土ポット部内の培養土が貯水容器部内へ漏れ出てしまうといっ
た不都合がない。
【００１１】
　貯水容器部には、オーバーフロー孔よりも更に低い位置となる側面に対して容器部内外
を連通状態と閉鎖状態とに切替可能にする排水栓部が設けられたものとするのがよい。
　このようにすることで、貯水容器部に貯留した水を、プランターを傾けることなく簡単
に排水できるので、貯留水の農薬濃度、液肥濃度が異常に高くなる前の定期的な排水を苦
もなく行えることになる。そのため、農薬濃度、液肥濃度が異常に高い貯留水が培養土側
へ給水されるのを防止でき、結果、植物が塩害を起こすのを防止できる。また貯留水自体
の腐敗も防止できる。
【００１２】
　オーバーフロー孔は、開口形状が円形、楕円形、角形又はこれらに類して所定幅を有す
る形状に形成されており、水差し器具による給水が可能になったものとするのが好適であ
る。
　このようにすることで、オーバーフロー孔へ直接、水差し器具の注水ノズルを差し込み
、貯水容器部へ給水することができるようになる（オーバーフロー孔を給水口として使用
可能になる）。そのため、鉢部の上から培養土に給水すると水の過剰供給になるおそれが
ある場合にも、好適な給水ができることになる。
【考案の効果】
【００１３】
　本考案に係るプランターは、培養土に対する給水や給気などが過不足無く行え、貯留し
た水の入れ替えも容易に行えるものとして、植栽全般、殊に大容量の培養土を必要とする
家庭菜園などにも好適に使用できる。
【考案を実施するための最良の形態】
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【００１４】
　以下、本考案の実施の形態を、図面に基づき説明する。
［第１実施形態］
　図１乃至図１４は、本考案に係るプランター１の第１実施形態を示している。図１及び
図２に示すように、このプランター１は、水を貯める貯水容器部３と、この貯水容器部３
の上部に設けられて培養土を収容する鉢部４と、これら貯水容器部３の内部と鉢部４の内
部とを上下に区画する状態に設けられるスノコ５とを有したプランター本体７を主体とし
て成る。
【００１５】
　またこのプランター１は、プランター本体７の上周部に設けられる複数の支柱ホルダー
８と、各支柱ホルダー８に対応してプランター本体７内で起立保持される複数本の囲み支
柱９と、これら各囲み支柱９の上端部を支柱ホルダー８の配置に対応させて位置決めしつ
つ係合保持する支柱フレーム１０と、この支柱フレーム１０の中央部に対応してプランタ
ー本体７内で起立保持されるセンター支柱１１とを有している。
　本第１実施形態のプランター本体７は平面視形状が円形を呈する丸鉢型としてある。ま
た野菜や果物などを育成する家庭菜園で好適に使用可能なように大型化されており（外径
３８０ｍｍ、高さ３５２ｍｍ）、鉢部４には約１５リットルもの培養土を収容でき、また
この量の培養土に対応させるべく貯水容器部３には約２．６リットルの水を貯留できるよ
うになっている。
【００１６】
　プランター本体７の内部にスノコ５が組み込まれることにより、このスノコ５を境とし
て、プランター本体７の内部が下側の貯水容器部３と上側の鉢部４とに区画される構造と
してある。
　このようなことから、貯水容器部３と鉢部４とは、構造的乃至形状的に明確な区分がで
きないもの（本第１実施形態で示すような構造等）であってもよいし、明確に区分される
もの（図示は省略するが、例えば別体の容器を二段に連結する構造等）であってもよい。
　図３に示すように、スノコ５は、プランター本体７において貯水容器部３と鉢部４とを
区画する高さ位置で、プランター本体７の内径に略相当する大きさの円形に形成されてい
る。このような大きさ及び形状により、鉢部４に収容される培養土が貯水容器部３へ落下
することがないようにしている。
【００１７】
　なお、本第１実施形態では、スノコ５の外周部に対し、互いに均等間隔となるようにし
て複数のスリット１４を設けてある。このスリット１４は、長手方向をスノコ５の径方向
に沿わせ且つ径方向外方端を開放させて、スノコ５の上下を貫通させたものである。
　このスリット１４を設けておくと、スノコ５をプランター本体７へ嵌め入れる際に、プ
ランター本体７の内周面に対してスノコ５の外周部が強く擦れるときにはスリット幅が収
縮するようになるので、これによってスノコ５の外径が縮められ、結果、プランター本体
７の内周面とスノコ５の外周部とを密接的に当接させるといった作用を奏することになる
。
【００１８】
　このスノコ５には、培養土が落下しない程度の開口で上下に貫通する換気孔１５が形成
されており、この換気孔１５によって、貯水容器部３側と鉢部４側との間で空気の流通が
許容されるようになっている。図例では、換気孔１５が長丸状に開口され、放射状配置と
されたものを示してあるが、換気孔１５の開口形状、配置、配置数（開口率）などは適宜
変更可能である。
　またスノコ５には、土ポット部１６と、囲み支柱受部１７と、センター支柱受部１８と
が設けられている。図４及び図５に示すように、土ポット部１６はスノコ５の下方へ向け
て縦筒形状に突出形成されたもので、この縦筒形状の下端部を閉鎖するようにしてポット
底部２０が設けられている。そのため、鉢部４内へ収容される培養土は、この土ポット部
１６内に落とし込まれ、貯水容器部３内へ貯められる水に水没する深さまで達するように
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なる。
【００１９】
　土ポット部１６には、このポット底部２０を貯水容器部３の内部底面から浮かすべく、
この貯水容器部３の内部底面に当接する突起脚２１が設けられ、ポット底部２０には、こ
れを上下に貫通する浸水孔２２が設けられている。
　突起脚２１は、貯水容器部３の内底に接地するようになっているが、ポット底部２０の
外周部に沿って互いに所定間隔で複数、設けられている。すなわち、突起脚２１はポット
底部２０の外周部を全周的に取り囲むものではないので、貯水容器部３に貯められた水は
ポット底部２０と貯水容器部３の内底との間を流通可能となっている。従って、ポット底
部２０に設けられた浸水孔２２を介し、土ポット部１６の内部と貯水容器部３内とが連通
するようになっている。
【００２０】
　囲み支柱受部１７は、スノコ５の一部（外周部の一部）を貯水容器部３側へ突出させる
と共に、この突出部分の内部を上方開放の凹部とさせることにより形成されており、この
凹部内へ囲み支柱９の下端部を落とし込むことによって位置決めする構造である。
　センター支柱受部１８についても同様であり、スノコ５の一部（中央部）を貯水容器部
３側へ突出させると共に、この突出部分の内部を上方開放の凹部とさせることにより形成
されており、この凹部内へセンター支柱１１の下端部を落とし込むことによって位置決め
する構造である。
【００２１】
　これら囲み支柱受部１７及びセンター支柱受部１８は、それらの下端が貯水容器部３の
内底に届く寸法とされている。そのため、これら囲み支柱受部１７及びセンター支柱受部
１８は、土ポット部１６の突起脚２１とも共同しつつ、スノコ５を貯水容器部３と鉢部４
との区画高さに保持する脚部として兼用されることになる。
　囲み支柱受部１７内に囲み支柱９の下端部を落とし込んだ後、鉢部４内へ培養土を入れ
たときには、この培養土が囲み支柱９のまわりを埋めるようにしつつ、囲み支柱受部１７
内にも入り込むことになる。
【００２２】
　同様に、センター支柱受部１８にセンター支柱１１の下端部を落とし込んだ後、鉢部４
内へ培養土を入れたときには、この培養土がセンター支柱１１のまわりを埋めるようにし
つつ、センター支柱受部１８内にも入り込むことになる。そのため、囲み支柱９やセンタ
ー支柱１１の下端部は、一層強固に固定されることになる。
　なお、本第１実施形態の囲み支柱受部１７は、外向き側となる部分も開放されたものと
して形成されている。これにより材料コストの削減、成型時の脱型容易性、スノコ５全体
としての軽量化などが得られるようにしてある。また、このように開放された外向き部分
を通じて貯水容器部３内の水が囲み支柱受部１７内にも染み込むようになるので、培養土
に対する給水性が向上する利点もある。
【００２３】
　更に、図６に示すように、スノコ５の外周部分には、その全周にわたり、換気孔１５が
設けられた位置よりも一段高く盛り上がるような段部２３が形成されている。この段部２
３の裏側は空洞であり、貯水容器部３へ向けて解放されたものとなっている。この段部２
３の作用については後述する。
　図７及び図８に示すように、プランター本体７において、その上周部には、取り扱い時
の把持し易さや外観、更には補強を兼ねるように折り返した周リブ２５が設けられており
、この周リブ２５の上面に、支柱ホルダー８の配置を固定するためのホルダー係合部２６
が設けられている。図１０に拡大して示すように、このホルダー係合部２６は、上下に貫
通する孔２６ａと、この孔２６ａの開口部を下方へ突出させるように設けられた円筒部２
６ｂとを有したものである。
【００２４】
　このプランター本体７の側面には、貯水容器部３に対応する領域にオーバーフロー孔３
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０と排水栓部３１とが設けられている。また少なくとも鉢部４に対応する領域に、換気ス
リット３５が設けられている。
　オーバーフロー孔３０は、貯水容器部３に貯めた水の水面からスノコ５までの間に空気
層を形成させるためのもので、スノコ５より低い位置で容器部内外間を貫通させて設けら
れている。
　オーバーフロー孔３０の開口形状は、円形、楕円形、角形又はこれらに類して所定幅を
有する形状に形成するのが好ましく、本第１実施形態では、下部が円形を呈し、上部ほど
絞られて成る涙滴形としてある。このように所定幅を有した開口形状であるため、このオ
ーバーフロー孔３０へは、直接、水差し器具（図示略）の注水ノズルを差し込んで、貯水
容器部３へ給水することができるようになる（オーバーフロー孔３０を給水口として使用
可能になる）。
【００２５】
　排水栓部３１は、オーバーフロー孔３０よりも更に低い位置となる側面に設けられてい
る。この排水栓部３１は、必要に応じて容器部内外を連通状態と閉鎖状態とに切替できる
ようになったもので、本第１実施形態では、貯水容器部３の側面に形成した丸孔３７に対
し、例えばゴム等で形成された栓体３８を脱自在に設ける構造としている。
　すなわち、栓体３８を抜けば丸孔３７を連通状態（排水栓部３１において貯水容器部３
内の水を排水する状態）にでき、栓体３８を差し込めば丸孔３７を閉鎖状態（排水栓部３
１において貯水容器部３に水が溜まる状態）にできる。
【００２６】
　この排水栓部３１は、貯水容器部３に溜まった水の農薬濃度や液肥濃度が異常に高くな
ったり、腐敗したりしたときに、新鮮な水との入れ替えに使用することを目的の一つとす
るため、貯水容器部３の側面に対する配置は、可及的に低い位置にするのが好適である。
　なお、本第１実施形態では、オーバーフロー孔３０と排水先負３１の丸孔３７とが上下
方向で１列に並んで配置されたものとしてある。そのため、プランター本体７の成型時に
おいて、脱型が容易になるという利点が得られるものである。
　換気スリット３５は、鉢部４及び貯水容器部３の側面を内外に貫通させるためのもので
ある。鉢部４に対しては培養土への給気が主目的であり、貯水容器部３に対しては、貯留
水の水面とスノコ５との間にできる空気層への給気が主目的である。
【００２７】
　そのため、図１及び図６から明かなように、換気スリット３５のスリット下端は、オー
バーフロー孔３０の開口下縁よりも高い位置に設けられており、換気スリット３５から貯
留水が漏洩することがないようにしてある。また換気スリット３５のスリット上端は、当
然に、スノコ５よりも高い位置に配置されている。
　本第１実施形態において、換気スリット３５のスリット下端は、スノコ５と略同じ位置
に配置してある。そしてスノコ５には、上記したようにその外周部分の全周に段部２３が
形成され、この段部２３の裏側が貯水容器部３に解放された空洞となっている。
【００２８】
　すなわち、この段部２３は、換気スリット３５のスリット下端を貯水容器部３側へ連通
させるための換気ダクト部４０を構成するものである。この換気ダクト部４０は、換気孔
１５が設けられた位置よりも一段高く盛り上がっていることになる（図６参照）。
　このような換気スリット３５と換気ダクト部４０（段部２３）との組み合わせを採用す
ると、万が一、貯水容器部３内が満水状態になってスノコ５の換気孔１５から鉢部４側へ
水が浸水するようになったとしても、鉢部４側の換気は換気スリット３５によって確保さ
れることになり、給気が断たれることがない。また、貯水容器部３側から直接、換気スリ
ット３５を介して水が溢れてしまうといったことを、可及的に防止できる利点もある。
【００２９】
　図１０乃至図１２に示すように、支柱ホルダー８は、プランター本体７の上周部（周リ
ブ２５の上面）に設けられたホルダー係合部２６に対し凹凸係合可能とされる取付基部４
５と、プランター本体７の内方へ突出するようになる先端部に形成された支柱保持部４６
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とを有している。
　取付基部４５は、ホルダー係合部２６の孔２６ａに差し込み可能で且つ円筒部２６ｂを
突き抜ける長さに形成された挿入脚部４７を有している。挿入脚部４７の先端部には、す
り割り状の溝４９が形成されており、この溝４９によって、挿入脚部４７の直径方向で出
退する弾性変形を生じさせるようになっている。
【００３０】
　この取付基部４５には、プランター本体７の上周部（周リブ２５）に採用された断面形
状に沿うような湾曲形状を有する湾曲座面５０が設けられている。この湾曲座面５０が設
けられていることで、プランター本体７の上周部に対してその上側から取付基部４５を被
せ置くようにしたときに、密接的且つ安定的（不動的）な接合状態が得られるようになる
。
　支柱保持部４６は、囲み支柱９を横方向で出し入れ自在にするＵ字状の把持口部５３と
、この把持口部５３の内周面で対向状に突出する係合爪５４とを有している。把持口部５
３の内周面には、各係合爪５４の両脇を切り離すようなスリット５５が形成されており、
このスリット５５によって係合爪５４に対し、把持口部５３内へ向けて出退する弾性変形
を生じさせるようになっている。
【００３１】
　従って、この支柱ホルダー８は、取付基部４５をプランター本体７のホルダー係合部２
６へ差し込むだけで、挿入脚部４７によるガタツキ防止作用と溝４９による弾性保持作用
とが得られる。なお、挿入脚部４７の先端（下端）外周面で、ホルダー係合部２６の円筒
部２６ｂを突き抜けた部分に抜け止め用の係止爪（図示省略）を設けてもよい。この構成
によって、プランター本体７の上周部に沿って支柱ホルダー８が移動することはない。ま
た、取付基部４５に湾曲座面５０が設けられていることで、支柱ホルダー８がプランター
本体７の内方へ突出する向きも不変に保持される。
【００３２】
　一方、支柱ホルダー８の支柱保持部４６に対しては、その横方から囲み支柱９の中途部
を差し込み、この囲み支柱９を起立保持させることができる。結果として囲み支柱９の安
定した起立保持が可能となる。
　図１３及び図１４に示すように、支柱フレーム１０は、プランター本体７の上周部に対
応した枠型に形成されたもので、囲み支柱９を保持する周部係合部６０とセンター支柱１
１を保持する中央係合部６１とが設けられている。
　本第１実施形態において支柱フレーム１０は、円形リング形に形成された外リム６２と
、この外リム６２の内側を十文字状に連結して設けられた中リム６３とを有したものとし
てある。また周部係合部６０は、外リム６２の周方向において中リム６３との連結箇所と
なる合計４箇所で、外リム６２の外面に設けられ、中央係合部６１は、中リム６３のクロ
ス部分で上下貫通して設けられたものとしてある。
【００３３】
　周部係合部６０は、囲み支柱９を横方向で出し入れ自在にするＵ字状の把持口部６５と
、この把持口部６５の内周面で対向状に突出する係合爪６６とを有している。把持口部６
５自体が、Ｕ字状の開口を開閉させる方向で弾性を有したものとなっている。
　中央係合部６１は、センター支柱１１を挿通自在にする貫通孔として形成されている。
　囲み支柱９は、各支柱ホルダー８の支柱保持部４６を上下に貫通した状態とされ、且つ
下端部をプランター本体７内（囲み支柱受部１７）へ差し入れて起立保持される。直径８
ｍｍ程度のものを用いるとよい。
【００３４】
　囲み支柱９の使用本数は、プランター本体７の上周部に取り付けられる支柱ホルダー８
の個数、即ち、ホルダー係合部２６の形成数に合わせればよい。なお、植物の生育度合い
などに応じて囲み支柱９の本数を増減させることは自由である。囲み支柱９の使用本数が
支柱ホルダー８の個数を超えるようになっても別段、問題はなく、この超えた囲み支柱９
は、直接、鉢部４内の培養土に突き刺すようにすればよい。
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　このような意味では、プランター本体７の上周部に設けるホルダー係合部２６の形成数
と、支柱フレーム１０に設ける周部係合部６０の形成数とは、必ずしも一致させる必要は
ない。例えば、支柱フレーム１０に対して、数多くの周部係合部６０を設けておくように
してもよい。
【００３５】
　また、図８に示したように、プランター本体７の上周部（周リブ２５）に対してサービ
ス孔７０を設けておけば、このサービス孔７０を利用して紐や針金などを結び留めること
ができ、これら紐や針金を囲み支柱９の代用とすることもできる。
　センター支柱１１は、支柱フレーム１０における枠内の中央位置に係合された状態とさ
れ、且つ下端部をプランター本体７内（センター支柱受部１８）へ差し入れて起立保持さ
れる。直径１１ｍｍ程度のものを用いるとよい。
　なお、図３及び図５に示したように、スノコ５の上面にフレームフック７１を設けてお
き、スノコ５と支柱フレーム１０とを係合離脱自在にできる構造にしておくと、プランタ
ー１全体を１セットとして纏めた状態で流通、在庫管理、販売、収納などするうえで、部
品の紛失防止や荷崩れ防止などに極めて好都合となる。
【００３６】
　以上、詳説したところから明かなように、本考案に係るプランター１では、囲み支柱９
が、プランター本体７の囲み支柱受部１７と支柱ホルダー８と支柱フレーム１０との上下
３箇所を保持されるようになる。そのため、囲み支柱９は直立状態に保持できるものであ
り、また安定した起立状態が保持されるものである。
　センター支柱１１についても、プランター本体７のセンター支柱受部１８と支柱フレー
ム１０との上下２箇所を保持されるものであることから、直立状態に保持できるものであ
り、また安定した起立状態が保持されるものである。支柱フレーム１０が複数本の囲み支
柱９とセンター支柱１１とを連立状態にして保持するものであるから、全体的な剛性も生
じ、このことが起立安定性を更に高めるものとなる。
【００３７】
　なお、このプランター１はプランター本体７と支柱ホルダー８と支柱フレーム１０との
３点を必要とするだけであり、構造的な簡潔化も図られている。
　一方、本考案に係るプランター１において、プランター本体７では、排水栓部３１を設
けてあることで貯水容器部３に貯留した水を簡単に排水できるものであり、貯留水の農薬
濃度、液肥濃度が異常に高くなる前の定期的な排水を苦もなく行える。そのため、農薬濃
度、液肥濃度が異常に高い貯留水が培養土側へ給水されるのを防止でき、結果、植物が塩
害を起こすのを防止できる。貯留水自体の腐敗も防止できる。
【００３８】
　また、オーバーフロー孔３０は給水口として利用できるため、鉢部４の上から培養土に
給水すると水の過剰供給になるおそれがある場合にも、対応できることになる。
　換気スリット３５を所定位置に配置し、スノコ５の換気ダクト部４０と組み合わせるこ
とで、万が一、貯水容器部３内が満水状態になってスノコ５の換気孔１５から鉢部４側へ
水が浸水するようになったとしても、鉢部４側の換気は確保されるものであり、給気が断
たれることがない。また、貯水容器部３側から換気スリット３５を介して直接、水が溢れ
るのを防止できる利点もある。
【００３９】
  このように、培養土に対する給水や給気などが過不足無く行え、貯留した水の入れ替え
も容易に行えるので、植栽全般、殊に大容量の培養土を必要とする家庭菜園などにも好適
に使用できる。殊に、貯水容器部３に貯めた水の水面上に空気層を設けられるようになっ
ていることは、鉢部４の培養土に植えた植物の根腐れを防止できる点で大きな利点となる
。
　また土ポット部１６にはポット底部２０に設けられた浸水孔２２以外、貯水容器部３内
に連通した開口がないので、土ポット部１６内の培養土が貯水容器部３内へ漏れ出ること
がない。
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［第２実施形態］
　図１５及び図１６に示すように、プランター本体７は、一対の長辺側壁と一対の短辺側
壁とで周囲を囲まれた長方形箱形に形成されたものとすることができる。図１７に示すよ
うに、スノコ５についても同様に、プランター本体７に対応する長方形板状に形成された
ものとすることができる。
【００４０】
　本第２実施形態において、プランター本体７は、野菜や果物などを育成する家庭菜園で
好適に使用可能なように大型化されており（長辺６０４ｍｍ、短辺３２４ｍｍ、高さ３２
２ｍｍ）、鉢部４には約２２．５リットルもの培養土を収容でき、またこの量の培養土に
対応させるべく貯水容器部３には約５リットルの水を貯留できるようになっている。
　このようにプランター本体７及びスノコ５を長方形タイプとさせる場合、センター支柱
１１の下端部を位置決めするセンター支柱受部１８は、長辺側壁に沿って互いに所定間隔
で複数設けられたものとする。また、これら各センター支柱受部１８を中心としてそのま
わりを取り囲む配置で、囲み支柱９の下端部を位置決めする囲み支柱受部１７が設けられ
たものとする。
【００４１】
　なお、図１８に示すように、支柱フレーム１０についても同様に、プランター本体７に
対応する長方形枠に形成されたものとすることができる。このような支柱フレーム１０で
は、プランター本体７のセンター支柱受部１８及び囲み支柱受部１７に対応させて、中央
係合部６１及び周部係合部６０が設けられたものとする。
　その他の構成及び作用効果は第１実施形態と略同様であり、ここでの詳説は省略する。
［その他］
　ところで、本考案は、上記各実施形態に限定されるものではなく、実施の形態に応じて
適宜変更可能である。
【００４２】
　例えば、囲み支柱９やセンター支柱１１の本数は特に限定されるものではなく、またこ
れら支柱９，１１の本数に応じて、プランター本体７に設けられるホルダー係合部２６、
スノコ５に設けられる囲み支柱受部１７やセンター支柱受部１８、支柱フレーム１０に設
けられる周部係合部６０や中央係合部６１の各個数や配置なども、適宜変更可能である。
　スノコ５に設けられる土ポット部１６の形成数や配置、形状も適宜変更可能である。
　プランター本体７に設けられるオーバーフロー孔３０、排水栓部３１、換気スリット３
５の形成数や配置、形状も適宜変更可能である。
【００４３】
　プランター本体７、スノコ５、支柱ホルダー８、囲み支柱９、センター支柱１１におい
て、その形成素材や細部形状、デザインなどは何ら限定されるものではない。
【図面の簡単な説明】
【００４４】
【図１】本考案に係るプランターの第１実施形態を示した側断面図である。
【図２】本考案に係るプランターの第１実施形態を示した斜視図である。
【図３】第１実施形態で採用されたスノコを平面視及び底面視した状態で示した図である
。
【図４】図１のＡ部拡大図である。
【図５】図３のＢ－Ｂ線矢視図である。
【図６】図１のＣ部拡大図である。
【図７】第１実施形態で採用されたプランター本体を示した側面図である。
【図８】第１実施形態で採用されたプランター本体を平面視及び底面視した状態で示した
図である。
【図９】図７のＤ－Ｄ線断面図である。
【図１０】図１のＥ部に対応する部分を分解して示した側断面図である。
【図１１】第１実施形態で採用された支柱ホルダーを示した側面図である。
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【図１２】図１１に対応する底面図である。
【図１３】第１実施形態で採用された支柱フレームを示した平面図である。
【図１４】図１３のＦ部拡大図である。
【図１５】第２実施形態で採用されたプランター本体を側面視及び側断面視した状態で示
した図である。
【図１６】第２実施形態で採用されたプランター本体を平面視及び底面視した状態で示し
た図である。
【図１７】第２実施形態で採用されたスノコを平面視及び底面視した状態で示した図であ
る。
【図１８】第２実施形態で採用された支柱フレームを示した平面図である。
【符号の説明】
【００４５】
　１　プランター
　３　貯水容器部
　４　鉢部
　５　スノコ
　７　プランター本体
　８　支柱ホルダー
　９　囲み支柱
　１０　支柱フレーム
　１１　センター支柱
　１５　換気孔
　１６　土ポット部
　１７　囲み支柱受部
　１８　センター支柱受部
　２０　ポット底部
　２１　突起脚
　２２　浸水孔
　２６　ホルダー係合部
　３０　オーバーフロー孔
　３１　排水栓部
　３５　換気スリット
　４０　換気ダクト部
　４５　取付基部
　４６　支柱保持部
　６０　周部係合部
　６１　中央係合部
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【図１】 【図２】

【図３】 【図４】
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【図５】 【図６】

【図７】 【図８】
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【図９】 【図１０】

【図１１】

【図１２】

【図１３】

【図１４】
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【図１５】 【図１６】

【図１７】 【図１８】
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